
　FAX・メールでお知らせのとおり例会・懇談会の出欠を確認してお
ります。まだ未回答の方は、受付の記入用紙に出欠席のご回答をお
願いいたします。当日７月１９日、地区出向者は事前に打ち合わせがご
ざいます。
時間：１１時～１２時　
場所：レンブラントホテル東京町田　地下会議室
　また例会後の懇談会がありますので、例会終了後、１３時半から１時
間程度、出席される方は例会場にそのまま残ってください。
③出欠連絡について
　例会開催前週木曜に森下さんが会場にお弁当の数をホテルに連絡す
るので、できるだけ前週木曜午前までに FAX またはメールでの出欠席
のご連絡をお願いします。お弁当が余ると会費が無駄になってしまいます。
来月の例会予定告知と出欠回答の FAX にも、同様の記載を致します
のでご確認下さい。
④能ワークショップ体験の案内
　会員で能舞台を体験してもらう企画です。国際奉仕活動を行うにあ
たっての一助となります。
時間：８月２０日（土）１４～１６時　場所：松山会員のご自宅
　ワークショップ終了後１７時からはグリーンホールで薪能を行います。
当日、ポリオ募金を行う予定です。薪能をみたい方は、チケットを手配
できますので、別途ご案内差し上げます。　
　能は国際奉仕活動の一貫ですので、７月２６日例会のクラブフォーラ
ムのテーマ「クラブの奉仕活動について」でも併せて意見交換をお願
いいたします。
⑤９月５日（月）に開催予定の地区大会親睦ゴルフコンペに関するお知
らせもメール等にてご連絡いたしますのでご確認下さい。

Vol.52 第2438回例会　　　      　No.2　    令和4年７月12日

※紙面の都合上、お話の内容を一部抜粋して掲載させていただきました。

たきぎ

ごうつ

吉田　一紀

■会長の時間 会長　徳久　京子
　今月は炉辺月間ですが、新型コロナウィルスの第七波が到来したと
言われるほど感染が急速に拡大していることから、メールで理事役員
のみなさまのご意見を伺い、今月の炉辺は延期することといたしました。
中止ではなく延期ですので、８月に実施が可能であれば行いたいと思
います。準備いただいていた各グループのリーダー、サブリーダーのみ
なさま、お手数をおかけしますが、よろしくお願いいたします。また、例
会の実施方法についても理事役員で検討いたしました。色々なご意
見があったのですが、お互いの顔を見て食事をすることが例会に欠か
せないと考え、円卓形式での開催を継続することにいたしました。感
染予防対策として、みなさま「マスク飲食」の徹底をお願いいたします。
　さて、延期になった炉辺会合ですが、「炉辺」という言葉からみなさ
まは何を想像するでしょうか。私は、真っ先に「炉ばた焼き」を想像し
ました。炉辺会の元となる会合は、アメリカでは当初「Fireside 
meeting」といったそうですから、炉ばた焼きの連想もあながち間違い
ではないようです。
　もともと、１９３５年にシカゴロータリークラブで新入会員にロータリー情
報を提供するためにはじめたところ、大きな成果を収めたことから世界
的に広まった、と言われています。Informal meeting、家庭集会、
座談会、など色々な言い方があるそうです。
　ロータリーの様々なルールを掲載したものとして「手続要覧」と「ロー
タリー章典」がありますが、現在これらの文書に炉辺会合についての
記載はないそうです。しかし、今でも世界中のクラブで名前の違いはあっ
ても炉辺会合は開催されています。なぜ炉辺会合が続いているので
しょうか。
　ロータリー章典には、例会で行うべきプログラムとして、ロータリー教育、
公共問題、自国の文化以外の国の文化、経済、地理的な状況に関
するもの、財団に関するものなどが記載されています。これは、例会
は原則として会員の学びの場である、という考え方なのだと思います。
そこで、会員の親睦を補うのが炉辺会合、ということになります。
　私自身、炉辺会合に出席し、先輩方のお仕事やお人柄を知るに連
れて例会に行くのも楽しくなってきた経験があります。このように親睦の
きっかけとなる炉辺会を、今後も大切にしていきたいことから、今回の
炉辺は中止、ではなく延期といたしました。

　
①今月の予定について
7月19日：ガバナー公式訪問
7月26日：クラブフォーラム（クラブの奉仕活動について）
8月23日：夜間例会
　例会の形式及び炉辺会の延期は会長からご報告あったとおりです。
詳細はFAXにてご連絡いたします。
②ガバナー公式訪問

■幹事報告 幹事　藤原　新一

今
週
の
情
報 近隣クラブ例会情報等

次会のプログラム

本日のプログラム ガバナー公式訪問

クラブフォーラム

■イニシエーションスピーチ
　今年２月１日に前任の志摩輝佳の後任として着任いたしました横浜銀
行町田・相模大野エリアの吉田一紀と申します。
　出身は島根県の江津市という中国地方最大の河川「江の川」の河
口にある人口２万人の小さな街です。大学で東京に上京し、就職氷河
期の１９９５年に島根県に戻り、規模が横浜銀行の１/４０の島根銀行に
入行しました。入行から１０年を迎えようとしたある日、日本経済新聞での
「横浜銀行キャリア採用募集」記事を大学の同級生で東京育ちの妻が
見つけ、私に応募を迫ったことが、私たち家族の人生の転機となりました。
　横浜銀行で「お客様のために知恵を絞って頑張ること」こそ、“島
根銀行への恩返し”だと思い、日々奮闘しております。
　ロータリークラブへの入会は前任地（五反田）でお世話になった東
京品川 RC に続いて２回目となります。地域でご活躍されている皆様と
ご一緒できる相模原南 RC に入会することができ、非常に光栄に感じ
ております。まだまだ微力ではございますが、先輩方 を々見習い精一杯
取り組んで参ります。何卒ご指導、ご鞭撻賜りますようお願い申し上げ
ます。
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